
◆被扶養者削除事由
新規加入先の
資格情報の
お知らせ

年金額
改定通知書
（※1）

失業保険
受給者証

労働契約内容
がわかる書類
（※2・※3）

住民票など
別居開始日が
わかる書類

開業日や収入
がわかる書類

（※4）

直近の
確定申告書
収支内訳書

備考

①就職した ○

②年金受給開始または
 年金額の増加など 〇 年金が増加した時期と金額を確認します。

（年金額変更前後のわかる書類を提出）

③失業保険の受給開始 〇

④給与が増えた
（時給、勤務時間などの増加） 〇 収入が増加した時期と金額を確認します。

（収入増加前後のわかる書類を提出）

⑤別居することになった ○

⑥起業した（自営業者） 〇 開業時期と収入を確認します。
（収入増加前後のわかる書類を提出）

◆共同扶養者(相手）の
　収入の方が多くなった 〇 〇

（年金受給者の場合）
〇

（国保の場合）

収入が増加した時期と金額を確認します。
（収入増加前後のわかる書類を提出）

（※4）開業日や収入が分かる書類（税務署へ提出された「開業届」や「収支の帳簿」などのコピー）

被扶養者削除の手続き係る必要書類(令和８年１０月版）

★住民票以外の添付書類はコピー可　★添付書類はＡ４版で提出してください

共同扶養者（相手）が社会保険の場合：相手の社会保険で扶養認定されてから、当健保組合へ削除届を提出してください。
共同扶養者（相手）が国民健康保険の場合：当健保組合へ削除届を提出してから、国保に削除証明書を添付して手続きしてください。

（※1）各種年金（老齢・障害・遺族・個人等）の全てが該当します。

（※2）給与収入の場合、労働契約内容（時給、労働時間、日数、諸手当、賞与等）がわかる書類【労働条件通知書、雇用契約書など】

（※3）労働契約内容により判定できない場合（例：シフト制、内容に幅がある、契約１年未満など）や労働契約内容を確認できる書類がない場合は、
　　　　給与明細書（直近３か月分）または、預金通帳（写）等が必要です。


